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周りの人に「日本共産党森本ふみお後援会」への入会をお勧めください。

森本ふみお

後 援 会 ニ ュ ー ス Ｎｏ７５

２００９年
６月２０日

◆市内全幼稚園で早期に給食の実施を

●様ざまな課題はありますが、来年度より実施に向け、現在、給食センターを中心に

して、実施が可能な園として、どの辺の園が考えられるか、検討している。

◆地区公民館に公民館主事（専従職員）を早期に配置を

●配置に向け、教育委員会の各課に関わりを持つので。各課長等を中心にした公民館

組織の検討会議をもって、具体的な検討を進めて行きたい。

◆中学校卒業まで医療費を無料に

●現段階では困難と考えている。今後、県の動向、他市の動向を注視しながら、拡大

については検討していく必要があろうかと考えています。

◆井原市ふれあいセンター(神代町)へ、エレベーターか自動昇降機の設置を

●自動昇降機の設置は困難。エレベーターの設置については、スペースの問題、現在

開催している講座への影響、利用状況等を勘案して、検討してみたい。

◆西江原公民館の玄関の夜間照明と駐車場の舗装を

●感知式の夜間照明については、公民館長、管理協議運営委員会のほうと協議をして、

付ける必要があるんだということになれば検討する。

駐車場（約２,３００㎡：区画線を引けば８０台余り駐車可能）の舗装については、

前向きに検討したい。

◆粗大ごみ等、不法投棄対策強化などのため、監視員の採用・配置を

●不法投棄防止に向け、専門の監視員を配置することについて、できるだけ早い時期

に配置できるよう、前向きに検討している。

◆芳井支所、美星支所の機能回復と強化を

●支所の機能強化について、支所への職員の増員は大変難しいと考

えている。今後も市民の方々にご不便やお手間をお掛けすること

のないよう、行政サービスの維持・向上に努めて行きたい。

◆市内循環バスの利用が困難な高齢者に何 らかの手立てを

●本年度「福祉基金助成事業」に付き、給付実績、福祉ニーズ或いは社会経済情勢を

見極めながら、真に支援が必要な方々の経済的負担がいくらかでも軽減できるよう

見直しを行う。今後は、より細やかな対応が可能な移動手段の導入も視野に入れた

新たな公共交通体系の構築に向けて取り組んで行き、来年度から実施したい。

４月の井原市議選後最初の定例議会が８日（３０日まで）から始まっています。
森本ふみお市議は１６日に一般質問を行いました。

平成元年６月議会の初質問からこの度で連続８１回目の質問になります。皆さ
んの要望を採り上げ質問した件数は、今回の８件を加えて４８２件になります。

この度の質問で、来年から実施するもの、前向きに検討するものなど、多くの
皆さんの要望が実現するようです。質問◆と答弁●の概要は次の通りです。



ご意見・ご要望および情報をお気軽にお聞かせください。

森本ふみお後援会ニュースＮｏ７５ ２００９年(平成２１年)６月２０日

Ｑ＆Ａ 日本共産党 知りたい・聞きたい 日本共産党
のＨＰより

「足利事件」への償いをどう考える？

〈問い〉「足利事件」で無実の罪で服役していた菅家利和さんが釈放されました。こ

の償いを日本共産党はどう考えますか。（茨城・一読者）

〈答え〉「足利事件」の再審を求める運動は、佐藤博史弁護士と一緒になって、国民

救援会が長い間支援を続けてきました。国民救援会には日本共産党も加盟しており、

今回の釈放も、冤罪（えんざい）事件をなくそうという粘り強い運動の成果が実を結

んだものと喜んでいます。菅家さんを１７年半も牢獄（ろうごく）に閉じ込めた政府

の責任は、きわめて大きいものがあります。

第一は、菅家さんを虚偽の自白に追い込んだ最大の原因を取り除き、同じような冤

罪事件の被害者を生まない制度的仕組みを直ちにつくることです。警察のでっち上げ

捜査や長時間の脅迫的な取り調べ、検察の追随を許さないため、捜査と取り調べの全

体をガラス張り（可視化）にすることが大事です。

日本弁護士連合会や日本共産党、その他の野党も取り調べの全面可視化を求めてい

ます。しかし政府や警察・検察は一貫して拒否し、取り調べの一部をビデオで撮るこ

とで、全面可視化の要求をそらしています。政府が取り調べの全面可視化に踏み切る

ことこそ、菅家さんに対する償いとなるでしょう。

第二は、菅家さんの無罪の確定と賠償の実施です。早急に再

審を開始し、菅家さんを速やかに無罪とすべきです。また賠償

裁判を待たずに、政府として誠意を持って賠償すべきです。

死刑判決後に再審で無罪が確定し、１９８３年に釈放された免田栄さんは、いまだ

に年金が支給されていないと報道されています。菅家さんについても、獄中で年金手

続きができなかったので、政府の責任で支給を開始し、生活を保障すべきです。

菅家さんは「当時の警察、検察に謝ってほしい」と強く求めています。当時の取調

官は退職している可能性もあり、国家公安委員長､警察庁長官､検察庁の責任者である

検事総長、いわゆる捜査機関の責任者が菅家さんに会って直接謝罪することが、事件

を再発させないためにも大事だと考えています。（成）


